
幾 品川 にお けるカゲ ロ ウ目

幼生の分布
井 尻 憲 司※

斜 里 町 で は 市 街 地 か ら 数kπの と こ ろ で 、斜 里 川

を は じめ幾 品 川 ・奥 蘂 別 川 ・秋 の 川 な ど の 本 流 及

び その 支 流 に随 所 で 行 きあ た る。 こ れ ら河 川 に洗

われ る石 の 表 面 や裏 面 に水 生昆 虫 と よ ば れ る小 動

物 が 多 数 生息 して い る。 水 生 昆 虫 と は、 昆 虫綱 の

カ ゲ ロ ウ 目 ・ トンボ 目 ・カ ワ ゲ ラ 目 な ど の幼 生 を

総 称 して よ ば れ て い る。 こ れ ら水 生 昆 虫 の 生 態 学

的 調 査 は北 海 道 で は ほ とん ど な さ れ て い ない 。

日本 で も最 近 まで に か な り多 くの 水 生 昆 虫 につ

い て の 調 査 が 行 な わ れ て きて い る。 しか し大概 は

本 州 の 川 に 限 っ て い る。一 方北 海 道 に お いて は 、

水 生 昆 虫 の 熱 心 な研 究 はKikuchi(1956)に よ る初

期 の研 究 を 除 い て 長 い 間 な い が しろ に さ れ て きた

が'最 近 に な っ て 実 利 的 な い くつ か の 調 査(Tsud-

aandTani1967、Tani1967、Gose1967a・b 、Tokui

andInoue1968、Tsuda,WatanabeandTani1968)

が行 なわ れた。 そ して これ らの調査 の 必要性 の他 に、

「一 っ の流 れ とい う環 境 の 中 で の 水 生 昆 虫 の ラ イ

フサ イ クル を理 解 す る こ とば か りで な く、北 海 道 に

お け る水 生 昆 虫 につ い て の基 礎 的 調 査 の 欠 如 を補

うた め 、 選 択 され た 水 系 で の 一 連 の 熱 心 な 研 究 を

企 画 す る こ とは 必 要 欠 くべ か ら ざ る こ とで あ る 」

と い う考 え に た っ た 岡 沢 のHoshiok川 の 水 生 昆 虫

の 研 究(1974)及 びKaunnai川 にお け る水 生 昆 虫

の 調 査(1975)な ど が あ る く ら いで あ る。

こ れ ら各 種 の 幼 生 は ど ん な 生 活 を し、 同 種 の 幼

生 た ち と どの よ う な関 係 を も ち な が ら成 長 して い

くの だ ろ う か。 さ ら に、 河 川 群 集 と して ま とめ ら

れ る世 界 で 各 種 の 幼 生 は他 の 種 の 幼 生 と ど の よ う

に関 りあ っ て い る の だ ろ うか。 ま た 河 川 ご との 違

い は あ る の だ ろ うか 。 一 つ の河 川 の 上 流 か ら河 口

まで どの よ うに変 化 して い くの だ ろ うか。 こ と に

斜 里 近 郊 の 川 は 河 口 まで 水 生 昆 虫 が 生 息 して い る

こ とや 河 川 の 全 長 が短 い こ と な どの 特 徴 が あ り、

研 究 が 多 くな さ れ た本 州 の 河 川 と生 態 的 に か な り

異 なっていることが十分予想される。まず水生昆

虫の分布の概要、及び一定の採集方法 を決めるこ

とが前述の疑問を解 く第一歩 として必要であろう。

本論文は採集 したものの うちカゲロウ目の分布

概況について報告 したものである。

なお奈良女子大学川合禎次教授 に同定 していた

だ き、北海道大学理学部動物学教室の岡沢孝雄、

片倉洋子両氏に懇切丁寧な御助言をいただいた。

また本論文 をまとめるにあたり大阪市立大理学部・

生物学教室川道武男博士の御指導 をいただきまし

たことに慎 しんで感謝 の意を表します。

調査地

(1)幾 品川は斜里川の支流で北海道斜里郡斜里

町市街より、東南東4kmを 流れており下流で斜

里川と合流 してオホーツク海に注いでいる。河川

の全長は約24kmで 、源流 は海抜380m位 である

(図1)。 内朝 ～花咲に至る上流域は山間部の渓

流で川幅は10m前 後であるが、岩魚 に於いて小規

模 な淵と浅瀬がみ られる。越川 ～以久科10号 の流

域は南側が山林で北側が農地 となっている部分 を

流れ、徐々に川幅が広 くなり河原 とよべる部分 も

生 じる地点がある。以久科10号 付近は砂利採取 に

よって生 じた深みの部分 と40cm程 度の深 さの部分
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図1.幾 品川の平面図と高度(矢印に採取地点を示す)
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表1各 地 点 の 採 集 日及 び 水 温(℃)

(注,77.7.23の 採集は正式なものではない)

地点名鈎 θ隔.11
'77

.6.8
'77

.7.23
'77

.9.9 '78.2.22r78.5.25
'78

.10.3

内 朝 6.2 7 7 6 3.5 8 6

山 女 8.5 7.5

岩 魚 7 11 11.3 8.1 4 8.8 8.5

駐 車 場 9 10

万 博 14 16 9.3 10 11

花 咲 8.7

越 川 10.5

以久科10号 16

以 久 科 16

と がみ られ る。 以 久 科 以 降 は農 地 と市 街 地 の 問 を

流 れ 川 口 か ら3kmの と こ ろで 斜 里 川 と合 流 す る。

以 久 科 ～斜 里 川 との 合 流 まで は汚 染 が 軽 い よ うで

あ るが 、 合 流 後 は汚 染 が 強 くな る よ うで あ る。

水 温 、 気 温 、 降 水 量 は 表1、 図2に 示 して あ る。

7月 頃 にi摂氏30墜 越 え る 日が 数 日 あ る く ら いで 、

9月 に は も う膚 寒 い 日 が や って く る。 降雪 は11月

中 頃 か らで あ るが 、根 雪 と な るの は12月 の 中 旬 を

過 ぎ る。冬 期 間 に 数 回 の 吹 雪 が あ り、 ドカ雪 が あ

る と、 交 通 に障 害 を生 じる こ と も あ る。 冬 期 間 、

地 点 に よ っ て は河 面 が 氷 で 閉 ざ され採 集 不 能 の 状

態 と な る場 所 も あ っ た(78年2月:以 久 科 、 以 久

科10号 、 越 川 、 万 博 、駐 車場 、 山 女)。

(2)調 査 地 点 の 河 床

内朝 長 径30cm前 後 の 石 が河 床 を し きっ め る。

中 には さ ら に大 きな石 も あ る。

山 女 長 径80cm前 後 の 石 が散 在 、 その 間 に20

cm前 後 の 石 が しきっ め、 河 岸 近 くは泥

の 部 分 が あ る。

岩 魚 長 径20cm位 の 石 の 間 に小 石 が み られ 淵

が あ る。

駐 車 場 う ぐい す 色 を した なめ らか な岩 盤 の

上 に石 の か た ま り が あ ち こ ち に み られ

る。

万 博 う ぐい す色 を した な め ら か な岩 盤 の 上

に石 が散 在 。 泥 、 木 クズ 、 落 葉 な ど が

多 く蓄 積 す る。

以 久 科10号 大 きな 石 も あ る が大 部 分 は小 石

に近 い 。 泥 が石 の 間 を うめ る。

以 久 科 大 き な石 は ほ とん ど み られ ず 、 大 部

分 は小 石 に近 い 。 泥 が石 の 間 を うめ る。

調 査 方 法

1977年5月11日 ～9月9日 に4日 間 、1978年2

〔嘉

トー
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1977年 ・

降 水 量 一+一 降 雪 量 一+一 降 水 量 一一→

62

図2

Il978年1

調査期間内の斜里町における平均気温、降

水量、降雪量(網 走気象台による)

月22日 ～10月23日 に3日 間 の 合 計7日 間 、 幾 品 川

に おLいて カ ゲ ロ ウ 目、 カ ワ ゲ ラ 目 、毛 翅 目 、 双 翅

目 の4目 の幼 生 を中 心 に採 集 を行 な っ た。 採 集 方

法 は10分 間 の 「み つ け ど り法 」 で 行 な っ た。 各 採

集 地 点 で は川 を横 断 しな が ら、 河 川 の 川 ぶ ちか ら

流 心 を ま んべ ん な くつ か ま え る よ う に心 が け た 。

護 岸 工 事 に よ る採 集地 点 の破 壊 、 採 集 日の 悪 条 件

(増 水 ・積 雪)な どの た め 、 両 年 で 採 集 地 点 の変

更 や採 集 回 数 が い く らか ば らつ い て い る(表1)。

結 果 及 び 考 察

1)分 布 と生 息 環 境

調 査 した 河 川 及 び採 集 地 点 を図1に 示 して あ る。

採 集 され た カ ゲ ロ ウ 目の う ち、 同 定 され た1科1

属12種 の採 集 地 点 と採 集 日 を表2に ま とめ た。 全

採 集 地 点 で 普 通 に採 集 さ れ 、個 体 数 の 多 い 種 は、

E・1α所o伽 観で ・次 い でE.激 αηo窺5で あった 。ま

た どの 地 点 で も 見 られ る わけ で はない が 、E.駕εηo一

∫,E.爾sp吻 α,E.γ05痂 ηoeηsお も個 体 数 は か な り

多 い。Le祝OPん1e6∫ ∫dαe及びRh痂 γogeηαは 稀 な種

で 、 全 採 集地 点 を入 れ て1～ 数 個 体 しか採 集 さ れ

て い な い 。 図2に 各 属 又 は種 の分 布 の 傾 向 を示 し

て あ る。 内 朝 か ら以 久 科 まで み られ るの は 、E.

頗 が01惚 彿,Pα γα!e切oρhle6∫αsp.及 びE.疏 αηoη一

'sの3種 で あ る。 万 博 よ り上 流 に限 定 され るの は 、

Cツηツ9観α・E・6α5α1お 及 びE.5ρ παT,E.麗 ηo∫及

びRゐ ∫読 γogεηα ノαヵoη'cαの3種 で あ る。

④ 北 海 道 に お け る幾 品 川 の 高 度 と以 た 河 川 の 分 布

の 比 較
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表2カ ゲロウ目幼虫の採集記録

也点 名
圭妻菓 臼

種 名

内 軋
'77肱 眉` ・7%ラ 臨1%

山 女

・78ラ1,汐ぎ ・77鬼%孫 りζ'78協5,%
駐 車 場

'77%'・1%
万 博

・77%孫%・78ラ 翻
花 咲

・779/
/9

越 川

・77%

以10号

・77%

以久科

・77%

…

iEphemere¢hdae

EρんC鎚CγC〃α6α3α'ゴS 十 十 十 十 十 十

Eρゐemeγe〃 α 垣3伽 α 十 十 十 十

Eρ ゐC7π87e〃 α:yo5ゐ ごπOCπ5ご5
十 十 十 十

Eρ ゐC7ηCγC〃 αsp.nax 一十 →一 十 十 十

Eρゐεηeγe〃αsp.nN 十 十 十 十 十 十 十

Eρんeηe7e〃 αsp. 十

Leptophlebiidae

Pαfα1eμoρ ん'eδ ∫αsp. 十 十 十 十 十 十 十 十

Baetidae 十 十 →一 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一十 十 「十 十 十 十

εcdyonUr三dae
」1

」EρC・γ駕51α 酬b伽m 十 十 十 十 十 十 十 十 1十 十 十 十 十 十 十 一一ト 十 十 十 十 十 十 十 十
十

Epcoγ 駕5ご んαηoπ ゴ5 十 十 ・十十.十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

Eρeoγ 駕5秘eηoご 十 十 十 十 十 十

Eρcoγ冠5ε 十

Cツη:yg観α 十 十 十 十 十 十 十 十 十 一十 十 十 十 十

Rゐ航 γ・geηαノαρ傭Cα
十 十 十

a.Hoshiokil(岡 沢 、1974)

に お いて 採 集 さ れた 種 及

び その分 布 。

Hoshidkiの2属1科

中8種 ・2属 ・1科 が同

じ。 また 、 そ の8種 の分

布 域 は 良 く似 て い る。

た だ 、E.ゐ αs。〃sの採 集

時 期(α 〃seαsoπs)が

本 調 査 か ら は 、地 点 に よっ

て は6月 頃 に しか 採 集 さ

れ て い な い とい う若 干 の

時 期 的 なず れ が み られ る

よ うで あ る。

(+:～3、 十+=4～10、++++20個 体 以上)

蹟 ・認・・"・6α ・'ご・.・

五枷reμ ・'r`3μ'㎜++

β凶e耀re〃 α"8ゐ 幽e"ご5.++

Eゆゐe7e卿巳μαsp.nax++

E助e卿聴7e〃osp.nN+

渥幽e7e〃 αsp.+

四 α'eμ・Pゐ'・δゴαsp.+

B卿 伽++++

Epeo川3'碩 ノb'如凧++++

肋r四 漉伽傭3.+++

EPe・7邸 凹酬 「++

Eρρo殉53+

Cyπy湾㎜o+

R襯 ゐro岬ロ 」α四四-co+

出'内 。』 岩 駐 万 花 越 供 以1現 車
10久

種 名 頻 朝 女 魚 場 博 咲 川 号 科
度

採 集 地 点
_」

図3属 又は種の分布

b・KaUnnai(岡 沢 、1975)に お いて 採 集 され た種 及

び そ の分 布

Kaunnaiの6種2属1科 中6種2属1科 が 同

じで あ る ・ ま た 、高度 の似 たStationAに お け る各

種 の分布 の傾 向 は 、.イ クシナ と良 く似 て い る。

◎ 本 州 に お け る 、幾 品 川 の 高度 と似 た河 川 と

表3分 布の比較
河川名

Hoshioki Kaunnai 楠 木 八 木
'需

螢r偽
ノ

100皿560 560～1600 700～920 50～700

幾品川の種評 鮎 12 10 10 20

Ep㎞e7〃 α 伽 α♂ご5 ○ ○

Epゐ㎝ 併ε〃α'7∫φ 加 ○ ○ ○

五頑㎝ σe〃α)o醐 脚 ご5 ○ ○ ○

Ep㎞ ρ7θ〃αsp.nax ○

E助 ㎝ θγθ〃osp.nN ○

£吻 ηerd'osp

険 α～曜 酬eゐ ごαsp ○ ○

E陶'頭 ∫・"襯 ○ ○ ○ ○

E陶"ど ㎞'3 ○ ○ ○

E卿5㎜' ○
lI

OI ○ ○
1

BaeU(b2

Cy剛 甲ηα醒

ilO

i
O

1・l

I
Ol

I

○ ○

R鋤 ・㎎・㎜ ノ勒'・ 。i ○ ○ ○

の分 布 の 比 較

耳.長 野 県 戸 隠 高 原 楠 川 水 系(津 田 、 小 松 、1963)

に お け る種 及 び その 分 布

楠 木 川水 系 の9種1科 中4種1科 が イク シナ

と同 じで あ る。 又 、 高 度 が920～700mの 地 点:で

岡 沢 のDownstream(岡 沢 、1974)に 属 す るE,ωe一
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η0汲 びR.ノ 仰0η ∫Cαが採 集 さ れ てい る。 又 イ ク

シナで は120～320mの 地 点 、ホ シ オ キ で は100

～560mの 地 点 で採 集 され て い る
,E.γ03ゐ ♂η一

〇eη3ガ5は、楠 木 川 で は920mの 地 点 で 採 集 さ れ

て い る。

b.兵 庫 県 円 山 川 水 系 八 木 川(西 村1956)に お い

て採 集 さ れ た種 及 び そ の 分 布

八 木 川 の14種1属1科 中6種1科 が同 じ種 で

あ る。イ ク シナ で は200mよ り上 の地 点 で 採 集 さ

れ て い るE.ゐ α5α1∫5は、八 木 川 で1よ約570mよ り

上 の 地 点 で採 集 され て い る。E.sp.naxは イ ク シ

ナ で は700m以 下 の地 点 で 、八木 川 で は 約570m以

下 の 地 点 で採 集 され て い る。E.麗 ηoゴは イ ク シ

ナ で は230m以 下 、 八 木川 で は570m以 下 の 地 点 ℃

で採 集 され て い る。

北 海 道 の東 と中 央 に お け る3河 川 に お い て 、 カ

ゲ ロ ウ 目 は 、地 域 に よ る出 現 時 期 の ず れ は み られ

るが 、 種 類 や 、 そ の垂 直 分 布 の状 態 は 良 く似 て い

る よ うに思 わ れ る。 ま た 、 高 度 の 面 か ら本 州 の2

河 川 との分 布 の 相 違 につ いて 比 較 す る と、 各河 川

の ほ とん ど の地 点 に お い て も採 集 され て い るE

Zα酬b伽 飢を 除 き、E.ゐ αεα伽,E喫 π砿R.ノ αpoη.

∫cα,E.,7ごsp∫πα,Eyosゐ ∫ηoeη∫お の5種 の 分 布 に つ

い て は 、 植 物 に お い て み られ る よ う な、 同 じ高

度 で も本 州 よ り北 海 道 の 方 が 、本 州 の よ り高 い地

点 の環 境 に相 当 す る の で は な い か と思 わ れ る。

(2)生 活 史 の メ モ

E.ikanonisは5月 頃 に内 朝 ・岩 魚 及 び万 博:の

3地 点 で 各30個 体 以 上 採 集 され た が 、 体 長 が10mm

前 後 と4mm以 下 と が同 時 に採 集 され た 。2月 に は

内朝 、 岩 魚 の 各 地 点 で20個 体 以 上 採 集 され 、 体 長

の 平 均 が3mm前 後 で あ った 。 従 っ て 本 種 で は 、 秋

以 降 に卵 か ら艀 化 した個 体 が2月 に お け る越 冬 個

体 と な り、 水 温 の影 響 で艀 化 せ ず 、 春 に艀 化 した

個 体 が5月 頃 に4mm位 まで 成 長 した の か も しれ な

い 。 越 冬 個 体 は6月 頃 に成 虫 とな るの で は な い か

と思 わ れ る。

ま とめ

今 回 の 調 査 で 得 られ た 問 題 点 を い くつ か 列 記 し

て み る。

① 水 生 昆 虫 の 調 査 を は じめ た 動 機 の1つ で あ る

「1つ の 河 川 の ど の地 点 で も同 じ種 類 が 生息 す る

の だ ろ うか」 と い う疑:問 につ い て は 、 地 点毎 に そ

E.uenoi E.basalis

の 生 息 す る種 類 に差 違 が 生 じる こ とが わ か っ た 。

今 後 は そ の 差違 の生 じる原 因 が ど こ に あ る の か と

い う点 を 調 べ て い きた い 。 そ れ に は 生 息 の制 限 要

因 が単 に水 温 に依 存 して い る の か 、 そ れ と も他 の

要 因 との 複 合 され た もの な の か を調 べ て い くこ と

で あ る。1つ の方法 と して は岩 床 の 様 子 な ど が良

く似 て いて、 温 度 差 の あ る他 地 点 と の 動物 相 の 比

較 を す る こ とで あろ う。

② 採 集 を月1回 で き る だ け定 期 的 に行 う こ と に

よ り、艀 化時 期 及 び成 虫 へ の脱 皮 時 期 の 個 体 に 遭

遇 す る機 会 をふ やす 。

③ 他 の河 川 の ほ ぼ同時 期 に お け る分 布 の比 較 。

他 に も、 飼 育 に よ る鰐 化 時 期 の 推 定 、 種 間 の 関 係

な ど問題 が 山積 して い る わ けで 、 今 後1っ づ っ

解 明 して いけ るよ う調査 して い きた い 。
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